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・業務名 旭中学校　講堂兼体育館空調改修工事

図面番号
内訳番号

1

2 共通

3 共通

4 内訳書

5 内訳書

機械設備工事 撤去工事の、冷温水発生機の溶
液抜取りの項目について
冷温水発生機のメーカー名を教えてくださ
い。（メーカーにより金額相違ありのため）

メーカー名：サンヨー
　　　　　　（TSA-AUW-120CK2P）

番号

設計図書に対する質問について

令和7年9月10日

　上記業務名の設計図書等に対する質問について、以下のとおり回答いたします。

質疑 回答

講堂兼体育館空調改修工事の工事期間につい
て確認ですが、工事期間中、講堂兼体育館は
使用されないものと考えてよろしいでしょう
か。

講堂兼体育館内の工事施工中のみ使用
しないものとする

上記質問において使用期間が有る場合、その
期間及び施工者側の対応をご教授ください。

使用期間：講堂兼体育館外の工事施工
中

施工者側の対応：講堂兼体育館利用者
の安全面を考慮した通行ルートを確保
すること。また、学校施設利用者の安
全を考慮した講堂兼体育館外の工事を
実施すること。

石綿(アスベスト)事前調査につきまして確認
ですが、内訳書には計上されておりません。
調査済みであるものとし、今回工事対象外と
考えてよろしいでしょうか。

工事対象外と考えてよい

アスベストの撤去・処分につきまして、図面
に記載無く、内訳書にも計上されておりませ
ん。
こちらも今回工事対象外と考えてよろしいで
しょうか。

工事対象外と考えてよい
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図面番号
内訳番号

番号 質疑 回答

6 内訳書

7
内訳書P-
30

8 特M-01

9 M-01

10 M-01

11 M-02

空調機器表の天井吊露出形(AC-1a、AC-2a)に
おいて、付属品にドレンアップキットが記載
されておりません。ドレンアップキットは不
要と考えてよろしいでしょうか。

ドレンアップキットは必要です

上記質問にて、ドレンアップキットが不要の
場合は、ドレン配管が室内機よりも下に配管
され、控室や放送室の天井内に配管できない
可能性がありますが、よろしいでしょうか。

ドレンアップキットが必要であり、天
井内配管として下さい

1階平面図において、ドレン配管の放流先が記
載されておりません。赤〇で示した箇所に
ウォータベストを設置し、自然放流するもの
と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです

上記質疑4、5に関して、アスベストの調査・
撤去・処分費を本工事にて見込む場合は、種
類・レベル及び箇所数などの詳細をご指示く
ださい。

－

防球ガードの塗装色の確認ですが、メーカー
標準塗装(マンセル値2.5Y9/1)としてよろしい
でしょうか。異なる場合は、塗装色をご教授
ください。

標準塗装としてください

特記仕様書の保温材の確認ですが、特記仕様
書には、配管保温材が「ロックウール」に
チェックされておりますが、内訳書では「グ
ラスウール」と記載されています。内訳書を
優先し「グラスウール」としてよろしいで
しょうか。

内訳書を優先し「グラスウール」とし
てください
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図面番号
内訳番号

番号 質疑 回答

12 M-02

13 M-05

14
A-02
M-02
M-05

15
M-02
M-05

上記質疑(14)にて空調配管(冷媒・ドレン)を
露出配管で施工する場合、配管に防球ガード
を見込むと考えてよろしいでしょうか。

－

煙道撤去工事において、煙突は残置とし、煙
突と煙道の接続部分についてメクラ処理を行
うものとして考えてよろしいでしょうか。

宜しいです

室内機および空調配管の施工位置の確認です
が、現況図においてはキャットウォーク下部
(天井内)にダクトが施工されておりますが、
そのダクト下部に、図面に示すとおり室内機
および空調配管(天井内)を施工する計画でよ
ろしいでしょうか。
それとも、空調配管は露出配管として施工す
る計画でしょうか。

前記のとおりです

控室及び放送室の天井内配管の施工の確認で
すが、両室には点検口が設けられており、天
井を解体することなく作業可能なスペースが
確保されているものと考えてよろしいでしょ
うか。

宜しいです


